
 

 

 

 

1円玉は、アルミニウムという金属でできていることは、多くの方がご存知かもしれません。 

金属は重いというイメージがある中、1円玉は水に浮かびます。しかし、ある液体を加えると、1円玉がヒラヒラ

と水中に沈んでいきます。まるで1円玉の重さが増したかのように沈みます。その液体とは食器洗い用の洗剤です。

ほんの数滴加えるだけですが、見た目は透明の液体の中に何らかの変化が起こっているのです。 

今回は、この洗剤を加えるだけでなく、他にも家庭にありそうな液体をいくつか使います。 

それぞれ、どのような変化が起こっているのかを、観察しながら考えてみましょう！ 

 

【使用器具・薬品】  

器 具：１円玉（数個、汚れていない方がよい）、 

ビーカー、ピンセット、スポイト 

試 薬：食器用洗剤、ごま油、 

消毒用エタノール（７０％程度のエタノール濃度） 

 

【実験方法】 

１．ビーカーまたはコップに水を８分目程度入れる。 

２．1円玉をビーカー内の水面に、静かに置いて浮かせる。 

1円玉はピンセット掴んで取り扱うと良いが、扱いにくい場合は、素手で持って水面に浮かせても構わない。  

３．ビーカー内の1円玉の様子を観察する。横から見れば、少し水中に沈んでいる様子が確認できる。 

４．食器用洗剤を100倍程度に薄め、ビーカー内の水面にスポイトを使って滴下する。 

５．滴下した後の1円玉の様子を観察する。 

６．別のビーカーを用意して同様に１円玉を浮かせた後、ごま油や消毒用エタノールを滴下した場合の 

1円玉の様子を観察する。 

 

【アドバイスおよび実験上の注意】 

・実験方法は、簡単な操作となりますので、特別に注意することはありません。 

・洗剤の種類を変えて行って比較することも可能です。 

・ビーカーが汚れた状態で水を入れると、１円玉が浮かない場合があります。 

 

【材料の入手】 

・ごま油            スーパーで購入    （600ｇ   ：900円程度） 

・食器用洗剤     ドラッグストアで購入  （190ｍｌ ：200円程度） 

・消毒用エタノール   ドラッグストアなどで購入（200ｍｌ：300円程度） 

 

【解説】  

・1円玉はなぜ浮いたのか？ 

 水と1円玉との境には、表面張力が働きます。実際には、水という分子が並んだシートの上に、 

1円玉が乗り、水分子の互いに繋がろう、縮まろうとする凝集力、別の言い方をすれば表面張力によって、 

1円玉が下から水に1円玉の重さ以上の力で支えられることで、浮いた状態となっていました。 

 

・1円玉が沈んだ理由は？ 

実際に1円玉の重さが増した訳ではありません。支えていた水の力である表面張力が、 

加えられた洗剤やアルコール、油によって弱められたことで、水が1円玉を支えられなくなりました。 

その結果、1円玉が急に重くなったかのように水中に沈んでいきました。 
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学ぶ単元 

・分子間力 

【参考資料】  

・日本分析化学専門学校  

「すぐできる！なるほど★ザ★化学実験室」 

実験Ａ－１７ ＜重くなる１円玉の巻＞ 

※ＱＲコードは、コチラ （右側）です。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


